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細書

い き、京都嘩公立大学法人の平成 23年 4月
の を除く財務諸表、すなわち、貸惜対照
、重要な会計方針、そOILの注記及び附属明
を除く。以下同じ。)について聯杏を行つた。

の長の責任
我が国において,般に公正妥当と認められる地方独立行政法人の会計の基準に準拠して財務

恩 欝 縮 裂 肇を澪 罐
LE・に表示することにある。こ細 こは、不藪 曝 数
ン適正に表示するために公立大学法人の長が必要と判断した内

ることが含まれる。

当璧甚絲i人が実施し
ri^ぃ

てヽ、独立の立場か
らオtる

かヽどう務諸表に重要な虚イ
ことを求めている。 公立大学法人

もたらす要因とな正及び誤謬並びに違法行為が
聯杏においては、財務諸表
人の判断により、不正及び誤
れる。財務諸表監査の目的は
の実施に際して、状況に応じ

による
入手するための手続が実
重車な虚偽表示のリスク

さこつ い

こつ い ためのもの がヽ 、

るために、

ことに

。また、聯杏には、公立大学
|り の評価も含め全体としてのリ
監査法人は、意見表明の基礎

方針及
こと

こついて意見 ものではなし、

の財務諸表が、我が国において,般に公正妥当と認められる地方独立行政法人の会計の基準に準拠し
のヽ財政状態、運営状況、キャッシュ・フローの状況及び行政サービス実施コストの状況をすべての
こ表示しているものと認める。

<法が要求する利益の処分に関する書類 (案 )

期熱 鑑 流雹鶏寵轟亀鴛著誕導デ`
利益の処分に関する書類 ω 及び次算報箭劃こ精 松

議 講 頷 へ 誌 徹 すること及び予算の区斜こ従つて決算公立大学法人の長の責任は、法令に適合した利益の処分に信
の状況を正しく示す決算報告書を作成することにある。

従考軸 しで禁9磐客彗駅茫ξ護 駐総務蹂 望籍 を百じにな:「決算報告書
が予算の区分に

こ関する書類 G莉 及び決算報告書に対する幣杏意見
1見は次のとおりである。

広ξξ蓄髪ξ電な貫に独霧念と雰だ堤な?銀協鍋を■三しく示しているものと認める。

竜 謹 諏 臨 讐 陰調こ関する部夕 こ限る♪ ふ京都府公立大学法人の財政状態及

…

21Eしく示してい
るものと認める。      |
利害関係
公立大学法人と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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